
愛
称
募
集
、開
館
前
に
な
ぜ

し
な
い
!?  

　

市
民
の
関
心
を
高
め
る
目
的
は
も
ち

ろ
ん
、
看
板
や
ポ
ス
タ
ー
、
広
報
が
二
度

手
間
と
な
ら
な
い
よ
う
、
三
条
市
体
育
文

化
会
館
の
愛
称
は
開
館
に
合
わ
せ
て
募
集

し
決
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

市
民
に
実
際
に
施
設
を
利
用
い
た
だ

き
な
が
ら
募
集
し
て
い
き
た
い
。

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
推
進
に
つ
い
て

　

コ
ソ
ボ
共
和
国
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
。

　

選
手
団
の
宿
泊
先
や
練
習
相
手
な
ど

の
滞
在
環
境
を
整
え
、
好
成
績
が
収
め
ら

れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
。
市
民
と
選

手
の
交
流
が
深
ま
る
よ
う
推
進
す
る
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
に
お
け

る
市
民
の
気
運
醸
成
は
ど
う
か
。

　

詳
細
は
12
月
末
頃
に
公
表
さ
れ
る
。

地
元
小
中
学
生
を
中
心
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

聖
火
リ
レ
ー
を
沿
道
で
応
援
す
る
な
ど
新

潟
県
や
燕
市
と
連
携
し
て
検
討
す
る
。

空
き
家
等
へ
の
対
策
に

つ
い
て

　

空
き
家
が
増
え
て
い
る
が
管
理
不
全

の
特
定
空
き
家
の
件
数
は
ど
う
か
。

　

特
定
空
き
家
と
認
定
し
た
件
数
は

１
９
５
件
で
、
更
地
な
ど
の
改
善
は
１
１
４

件
、
令
和
元
年
５
月
末
現
在
で
は
、
未
改

善
の
特
定
空
き
家
は
81
件
で
あ
る
。

　

特
定
空
き
家
等
に
認
定
さ
れ
た
不
良

住
宅
の
解
体
費
の
一
部
を
助
成
す
る
除
却

費
補
助
金
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　

本
来
的
に
個
人
が
適
切
に
管
理
す
べ

き
財
産
に
対
し
て
、
公
的
な
支
援
を
行
う

こ
と
は
公
平
性
、
平
等
性
の
観
点
か
ら
慎

重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
捉
え
て
い
る
。

他
の
自
治
体
等
の
動
向
を
注
視
し
、
引
き

続
き
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
の
活
用
状
況
は
ど

う
か
。

　

平
成
27
年
度
の
創
設
時
か
ら
現
在
ま

で
の
間
、
34
件
の
登
録
を
行
い
、
こ
れ
ま

で
12
件
の
成
約
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

投
票
所
に
入
る
こ
と
が

で
き
る
子
ど
も
に
つ
い
て

　

投
票
所
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
子
ど

も
の
年
齢
が
、
18
歳
未
満
ま
で
拡
大
さ
れ

た
。
調
査
に
よ
る
と
、
投
票
率
は
子
ど
も

の
頃
に
親
に
つ
い
て
投
票
に
行
っ
た
人
の

方
が
、
つ
い
て
い
か
な
い
人
よ
り
20
ポ
イ

ン
ト
以
上
高
い
。
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

る
か
。

　

子
ど
も
の
時
に
親
と
一
緒
に
投
票
所

に
行
く
こ
と
は
、
意
識
啓
発
と
し
て
一
定

の
効
果
が
あ
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。
今

後
、
広
報
さ
ん
じ
ょ
う
等
を
通
じ
て
周
知

に
努
め
た
い
。

音
声
に
よ
る
緊
急
通
報
の

困
難
な
人
に
つ
い
て

　

聴
覚
、
言
語
機
能
障
が
い
の
人
の
Ｎ

ｅ
ｔ
1
1
9
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
て
は
ど
う
か
。

　

既
に
導
入
し
て
い
る
燕
・
弥
彦
の
消

防
本
部
や
、
そ
の
他
に
導
入
が
検
討
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
研
究
を
進
め
て

い
き
た
い
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
に

つ
い
て

　

高
齢
者
が
人
生
の
終
末
期
に
迎
え
る

死
に
備
え
て
、
自
身
の
希
望
な
ど
を
書
き

と
ど
め
て
お
く
の
が
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
で
あ
る
。
現
在
の
「
わ
た
し
の
安
心
ノ
ー

ト
」
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

　

一
般
的
に
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
加
え
る

な
ど
工
夫
し
て
い
き
た
い
。

幼
児
教
育
の
無
償
化
に

つ
い
て

　

市
内
に
あ
る
幼
稚
園
・
保
育
園
の
幼

児
教
育
費
は
今
年
10
月
か
ら
無
償
と
な
る

の
か
。

　

３
歳
児
以
上
は
無
償
化
と
考
え
て
い

る
。
副
食
費
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
の
実

績
か
ら
積
算
中
で
あ
る
。

嵐
南
小
学
校
・
第
一
中
学
校

プ
ー
ル
損
害
賠
償
裁
判
、判

決
結
果
に
つ
い
て

　

裁
判
結
果
に
関
し
て
市
長
と
教
育
長

の
所
感
は
ど
う
か
。

　

係
争
中
な
の
で
答
弁
は
差
し
控
え
る
。

　

専
決
処
分
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
。

　

緊
急
を
要
す
る
た
め
議
会
を
招
集
す

る
時
間
的
余
裕
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と

認
め
ら
れ
る
時
は
、
首
長
は
そ
の
議
決
す

べ
き
事
件
を
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
。　

時
間
が
な
か
っ
た
の
か
。

　

２
週
間
し
か
な
か
っ
た
。

　

市
民
に
広
報
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　

広
報
は
不
要
と
考
え
る
。

　

調
停
段
階
か
ら
新
潟
地
裁
の
判
決
ま

で
に
か
け
た
費
用
と
時
間
は
ど
の
く
ら
い

か
。　

２
９
６
万
円
、
職
員
の
人
件
費
は
積

算
し
て
い
な
い
。

三
条
市
の
財
政
問
題
に

つ
い
て

　

三
条
市
の
借
金
比
率（
標
準
財
政
規
模

に
対
す
る
通
常
債
の
割
合
）
は
ど
の
程
度

で
、
県
内
30
市
町
村
中
何
番
目
か
。

　

１
９
４
・
３
％
で
県
内
30
市
町
村
中

30
位
。

　

財
政
指
標
の
読
み
は
ど
う
か
。

　

令
和
５
年
に
①
実
質
公
債
費
比
率
16
・

２
％
、
②
経
常
収
支
比
率
97
・
１
％
、
③

財
政
調
整
基
金
33
億
円
と
読
ん
で
い
る
。

農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
の
処
理

　

高
齢
化
も
あ
り
処
理
が
大
変
、
環

境
省
の
要
請
に
基
づ
き
市
で
処
理
で
き
な

い
か
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
処
理
が
基
本
、
実
態
を

把
握
し
支
援
の
在
り
方
、
必
要
性
を
研
究
す

る
。中

高
年
の
引
き
こ
も
り

対
策

　

相
談
、
支
援
体
制
に
つ
い
て
問
う
。

　

福
祉
課
、
相
談
支
援
ル
ー
ム
な
ど
で

相
談
・
支
援
し
て
い
る
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
社

会
復
帰
就
労
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

名
誉
市
民 

小
林
ハ
ル
さ
ん

生
誕
１
２
０
年

　

来
年
は
生
誕
１
２
０
年
で
映
画
も
公

開
と
な
る
。
市
と
し
て
も
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
行
う
の
か
。

　

映
画
の
試
写
会
、
パ
ネ
ル
展
、
瞽
女

唄
実
演
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の

免
許
返
納

　

支
援
策
で
あ
る
デ
マ
ン
ド
交
通
ひ
め

さ
ゆ
り
お
で
か
け
パ
ス
の
割
引
に
つ
い
て
、

効
果
の
検
証
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
問
う
。

　

一
定
の
効
果
は
出
て
い
る
。
今
後
新

た
な
公
共
交
通
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
検

討
を
進
め
る
。

　    画像提供：Tokyo 2020
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